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［はじめに］報告者らはこれまでに青色発光蛍光体 

SrSi9Al19ON31:Eu
2+

 [1]，緑色発光蛍光体 

Sr3Si13Al3O2N21:Eu
2+

 [2]，および赤色発光蛍光体 

Sr2Si7Al3ON13:Eu
2+

 [3] を開発・報告してきた。これら 

は発光中心イオンを含む構成元素は同一である一方， 

母体の組成および結晶構造の違いが，発光色を 

はじめとする発光特性の違いをもたらしている。 

蛍光体の材料設計指針を得る目的で，この三種の 

蛍光体の温度特性に着目し，温度消光のメカニズム 

として熱活性化クロスオーバーの量子論的解釈であ 

る Struck-Fonger モデル [4] を用いて解析を行った。 

［実験方法］室温における最低励起エネルギーおよ 

び発光エネルギーの測定値を用い，内部量子効率の 

温度特性を，フォノン固有振動数 ħωおよび無輻射 

遷移の頻度因子をフィッティングパラメータとしな 

がら算出し，測定値の再現を試みた。 

［結果］Figureに示すように，三種の蛍光体の内部量 

子効率の温度依存性の測定値を上述の試算で再現する 

ことができた。フィッティングの結果得られたフォ 

ノン固有振動数 ħωおよびFranck-Condonオフセット 

の値と，結晶構造とに相関が見られた。 
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